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日本には 4158兆円もある。それなのに、なぜ？ 

  初級レベル 

「4158兆円ある」って、どういうこと？ 

日本には 4158兆円もの資産がある。 

そんな数字を聞いたら、 

「えっ、日本ってものすごいお金持ちなんじゃないの？」 

と思いますよね。 

でも、ここにはちょっとした秘密があります。 

 

        「持っているもの」と「使えるお金」は違う 

たとえば、こんな家族がいたとします。 

家を持っています。 

土地もあります。 

車もあります。 

銀行にも貯金があります。 

全部合わせると、かなりの財産です。 

でも―― 

家を 1000万円分持っているからといって、 

スーパーへ行って、 

「この家の一部で、お肉をください」 

とは言えません（笑）。 

家は財産ですが、そのまま買い物には使えません。 

つまり、 

持っている財産と、今すぐ使えるお金は違う 

のです。 

 

🇯🇵 日本も同じように考えてみよう 

日本という国全体にも、 

土地があります。 

建物があります。 

工場があります。 

道路や設備があります。 

企業が持っているものもあります。 

家計が持っている金融資産もあります。 

こうしたものを大きく集めて見ると、とても巨大な金額になります。 



だから、 

「日本には大きな資産がある」 

というのは大切なことです。 

でも、それだけでは、 

「みんなの暮らしが豊か」 

とは言えません。 

 

        大切なのは「お金が動くこと」 

たとえば工場が新しくできたとします。 

工場を建てる会社にお金が行きます。 

機械を作る会社にも行きます。 

部品を作る会社にも行きます。 

そこで働く人には給料が入ります。 

その人が町のお店で買い物をします。 

すると、お店にもお金が入ります。 

つまり、 

工場 → 会社 → 働く人 → お店 

と、お金が動いていきます。 

これなら、だんだん私たちの生活に近づいてきます。 

 

     お金も「血液」に似ている 

人間の体には血液があります。 

でも大切なのは、 

「血液を何リットル持っているか」 

だけではありません。 

体のすみずみまで、ちゃんと血液が流れることが大切です。 

お金も少し似ています。 

たくさんの資産があっても、 

動かなければ暮らしには届きません。 

会社へ。 

工場へ。 

働く人へ。 

給料へ。 

お店へ。 

そして、また会社へ。 

ぐるぐる回る。 



これが大切です。 

 

     だから 4158兆円だけでは分からない 

最初の質問に戻りましょう。 

「日本には 4158兆円もある。それならお金持ちじゃないの？」 

答えは、 

「大きな資産を持っている。でも、それだけでは分からない」 

です。 

本当に知りたいのは、 

そのお金が、ちゃんと動いているかな？ 

ということ。 

だから NIGHT FLIGHTでは、 

「日本はいくら持っている？」 

だけではなく、 

「そのお金は、どこへ飛んでいる？」 

を追いかけます。 

これが、 

日本復活を測る数字は、4158兆円の資産額だけではない。 

という意味です。 
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  初級レベル解説でした。 

     次の寄り道は―― 

「ストックとフローって、なに？」 

ここから、もう少し詳しく知りたい方は 

 中級レベルへどうぞ。 

 


